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龍
徳
寺
は
、
小
樽
で
最
も
古
い
本
堂
、

そ
し
て
、
ひ
と
塊
の
木
材
か
ら
削
り
出
さ

れ
た
も
の
と
し
て
は
日
本
一
大
き
な
木
魚

が
あ
る
お
寺
と
し
て
、
小
樽
市
民
に
も
観

光
客
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。安
政
4

（
1
8
5
7
）年
、
当
時
の
ヲ
タ
ル
ナ
イ
場

所
に
多
数
の
和
人
た
ち
が
流
入
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
函
館
・
高
龍
寺
の

和
尚
の
発
願
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
。明

治
初
期
に
は
榎
本
武
揚
軍
の
屯
所
に
な

り
、
彰
義
隊
の
隊
士
た
ち
が
起
居
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
。

　

最
近
、
小
樽
商
科
大
学
の
調
査
に
よ

り
、
龍
徳
寺
の
本
堂
左
側
に
隣
接
す
る
金

比
羅
殿
内
に
船
絵
馬
が
８
枚
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。船
絵
馬
は
、
江
戸
時
代
以

降
、
北
前
船
の
船
主
ら
が
航
海
の
安
全
を

祈
願
し
て
寄
港
地
の
寺
社
な
ど
に
奉
納
し

た
。東
北
の
日
本
海
沿
岸
や
北
陸
を
は
じ

め
道
内
各
地
に
も
多
数
残
っ
て
い
る
が
、

小
樽
で
は
祝
津
恵
美
須
神
社
の
2
点
し

か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

船
絵
馬
に
は
船
名
や
奉
納
者
の
名
前
・

出
身
地
、
奉
納
年
、
絵
師
の
名
前
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
美
術
品
と

し
て
の
魅
力
も
あ
る
。北
前
船
は
小
樽
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
船

主
た
ち
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
石
造
倉
庫

以
外
、
目
に
見
え
る
痕
跡
は
乏
し
く
、
船

絵
馬
は
貴
重
な
存
在
と
言
え
る
。

　

船
絵
馬
は
一
般
的
に
は
神
社
に
奉
納
さ

れ
る
も
の
で
、
龍
徳
寺
に
あ
る
と
は
思
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。龍
徳
寺
で
は
、
創
建
当

初
か
ら
龍
神
を
祀
る
龍
宮
殿
が
設
置
さ

れ
て
い
た
が
、
明
治
22（
1
8
8
9
）年
に

金
比
羅
を
祀
る
金
比
羅
殿
と
し
て
再
建

さ
れ
、
仏
と
共
に
鎮
守
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。

　

金
比
羅
は
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し

て
海
運
業
者
や
漁
師
な
ど
に
信
仰
さ
れ
る

が
、
龍
徳
寺
で
は
明
治
24
年
に
「
小
樽
金

毘
羅
保
存
会
」
と
い
う
組
織
が
結
成
さ

れ
、
藤
山
要
吉
や
塩
田
安
蔵
ら
海
運
関
係

の
名
士
た
ち
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。金

比
羅
殿
が
小
樽
の
人
び
と
に
と
っ
て
重
要

な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。会
員

の
居
住
地
は
小
樽
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道
内

各
地
や
本
州
に
ま
で
広
が
っ
て
い
て
、
当

時
の
小
樽
と
各
地
の
交
流
の
深
さ
が
う
か

が
え
る
。

　

船
絵
馬
に
は
地
元
小
樽
の
ほ
か
、
新
潟

の
人
が
奉
納
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。龍
徳
寺
・
金
比
羅
殿
と
そ
の
内
部
の

船
絵
馬
は
、
海
の
都
市
・
小
樽
の
は
じ
ま

り
の
記
憶
を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
。
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金比羅殿　龍徳寺本堂の左側に隣接している

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学

北前船の船絵馬がのこる、小樽の海運業者の信仰拠点

　安政 4（1857）年、開創。同 6年、

龍徳町（現・信香町）に仮本堂と金

比羅殿が建立。明治 2（1869）年に

若松町、同 7年に新富町（現在地、現・

真栄）に移転。現在の建物は、同 9

年に本堂、同 22 年に金比羅殿が上

棟された。金比羅殿の棟梁は明治期

に小樽の主要な建物を次々に建築し

た加藤忠五郎。龍徳寺境内には加藤

家の墓がある。平成 6（1994）年、

本堂が小樽市指定歴史的建造物に指

定。境内の「夫婦イチョウ」は同 5

年に小樽市の保存樹木 1 番に指定さ

れている。

小
樽
れ
っ
け
ん

ひと塊の木材から削り出されたものとしては、日本
で最大の木魚。昭和 8年に市内の産科医が寄進
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